
　　　　 
 
 
 

 
　　　　　　　　  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「女だから…」「男だから…」「男らしく…」「女らしく…」など性別による思い込みや決めつ

けで「もやもや」した思いや違和感を募集した川柳コンテストも、いよいよクライマックス。 

4,244 句の応募の中から、審査員による厳正な審査により選ばれた最優秀賞ほか３賞、特別協

賛企業の各社審査による企業賞、県民投票による県民共感度 No.1 賞を発表する授賞式を開催し

ます。ぜひ取材にお越しください。 
 

 

１　 日　時 

　 12 月 16 日（火） 14：00～（16：00 終了予定） 

２　 会　場 

　 エソール広島 研修室（広島市中区大手町１-２-１ おりづるタワー10階） 

３　 出席者 

【受賞者】 

最優秀賞（１点）、優秀賞（２点）、審査員賞（１点）、企業賞（６点）、 

県民共感度№１賞（１点）の作者　※ご都合により、欠席される方あり 

　【発表する賞の一覧】 

 

 

 

 

 

 
 

【プレゼンター（審査員）】 

 

 

 
 

【プレゼンター（特別協賛企業）】 

・中国電力(株)　人材活性化部門　DE&I 推進部長　森田奈緒子氏 
も り た な お こ

・(株)ひろぎんホールディングス　執行役員　サステナビリティ統括部長　木下麻子氏（審査員と兼任） 
きのしたあ さこ

・広島ガス(株)　人事部長　佐藤史子氏 
さ と う ふ み こ

・広島電鉄(株)　執行役員　嶋治美帆子氏 
しま じ み ほ こ

・(株)フジ　ダイバーシティ＆インクルージョン推進室長　岡田実紀氏 
お か だ み き

・マツダ(株)　人事本部戦略人事部　ダイバーシティ推進Gr.シニア・エキスパート　江畑美保氏 
え ば た み ほ

 
資 料 提 供 

令和７年 12月 11 日 
課　名：わたしらしい生き方応援課 
担当者：井上 
内　線：2733 
直　通：082-513-2746

各賞の発表・授賞式開催 

応募総数 4,244 句の中から選ばれた優秀作品が決定しました 

授賞式の概要

【特設サイト】



４　 次　第 

①　開会宣言、審査員紹介、特別協賛企業紹介、コンテスト概要説明 

②　各賞発表（発表順：審査員賞→優秀賞→企業賞→最優秀賞→県民共感度№１賞） 

③　上水流久彦審査員長による全体講評 
か み づ るひさひこ

④　記念撮影、終了 

【留意事項】 

・　受賞対象となる一次審査を通過した入賞 30作品については、別紙をご覧ください。 

・　授賞式でのカメラ撮影は可能です。※ご都合により、不可の方あり 

・　授賞式後、受賞者、審査員へのインタビューが可能です。※ご都合により、不可の方あり 

・　授賞式後、特設サイト(https://essor.or.jp/gendersenryu/)において受賞作品を速報

します。 

 

 

取材いただける場合は、12月 15 日（月）正午までに、電子メールでご連絡ください。 

【連 絡 先】わたしらしい生き方応援課　E－mail　kanwatashi@pref.hiroshima.lg.jp 
【連絡事項】社名・部署名、氏名、来場人数、連絡先（電話番号／電子メールアドレス）、 

ペン・スチール・ムービーの別 

 

　　　 

 

○　川柳募集　　令和７年９月２日（火）～10月 13 日（月・祝） 

「『男だから』『女だから』など性別による思い込みや決めつけで『もやもや』したこと」を

お題に、県民から川柳を募集。応募総数 4,244 句（昨年度 3,747 句を上回り過去最多！） 

 

○　一次審査　　令和７年 10月 17日（金）、10月 18 日（土） 

県民審査員の審査により、応募総数 4,244 句の中から、入賞 30作品を選出 

県民審査員：広島県内の男女共同参画関係団体等　５名 

県内大学生（県立広島大、叡啓大、広島工業大、広島文教大）　11名 

 

○　二次審査　　令和７年 11月７日（金） 

　　　入賞 30作品の中から、審査員４名の合議により、最優秀賞、優秀賞、審査員賞を決定 

 

　○　企業賞審査 

　　　この取組に賛同する特別協賛企業６社から提供いただいた企業賞について、入賞 30作品の

中から各社の審査により決定 
 
○　県民投票　　令和７年 11月１日（土）～11月 30 日（日） 

　特設サイト上において、入賞 30 作品の中から県民共感度 No.１賞を決定するオンライン投

票を実施。県民からの投票総数 2,343 票（昨年度の 1,116 票の２倍超！）

コンテスト概要

取材申込について
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